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　境港に就航している国際定期コンテナ航路を利用して輸出入を行った荷主の方を対象とする、境港利用助成制度を今年度も引き続
き実施いたします。また、今年度より利用対象期間の変更など内容を改正しております。概要をご覧いただき、ぜひご利用ください！！

境港貿易振興会
 さかい こう ぼう えき しん こう かい

問い合わせ先 0859－47－3905

～令和7年度　境港利用助成制度のご案内～

注意：当会が実施しております境港利用助成制度は、予算の範囲内での助成となります。予算状況によりましては、ご申請をいただいてもお受けできない場合もございますので、予めご了承ください。
●計画書の提出、受領をもって助成金の支給を確定するものではありません。助成金交付申請が別途必要です。

境港利用助成制度の詳細については、当会のホームページよりご覧いただけます。ご不明な点がございましたら、お気軽にお問合わせください。  

☑陸送費及びリーファーは新規及び利用拡大助成に加算
☑境港のすべての国際定期航路が助成対象
☑ 利用対象期間は２０２５年４月１日～１２月３１日

境港利用開始前に助成事業計画書（2025年4月1日～12月31日までの利用見込み）の提出をお願いします。
制度の概要

国際フェリー・RORO

コンテナ航路

※ロシア向け貨物は対象外

★加算（陸送・リーファー）は新規・利用拡大の各条件を満たす必要があります

小口混載
小口混載貨物（LCL）を利用した荷主

10万円
20万円

直行便
積替便

1,000円/1t・㎥
4,000円/1t・㎥

直行便助成金額

上限額

積替便

バルク・小口・自走貨物

上限額  250 万円

2,000円/㎥・t
20,000円/4台

小口・バルク
助成金額

自走貨物

利用拡大
過去３年間の平均と比較して増加した荷主
※過去3年で利用実績のない年度は平均値の計算対象に含めない

10,000円/TEU助成金額

上限額  200 万円

新規利用
過去に境港利用助成制度の利用がない荷主

※小口混載は除く

20,000円/TEU助成金額
上限額  50 万円

陸送費（加算）
 12万5千円 （新規）
 100万円 （利用拡大）
上限額5,000円/TEU

リーファー（加算）
 50万円 （新規）
 400万円 （利用拡大）
上限額20,000円/TEU

陸送費（加算）
上限額 200 万円10,000円/TEU

リーファー（加算）
上限額 400 万円20,000円/TEU

利用拡大

20,000円/TEU助成金額
上限額  400 万円

新規利用

20,000円/TEU助成金額
上限額  400 万円

陸送費（加算）

上限額 125 万円

1,000円/㎥・t
10,000円/4台

小口・バルク

自走貨物

90,000円助成金額

リーファーは への

加算制度です!
、新規 利用拡大

過去3年間の平均と比較して増加した場合
※過去3年で利用実績がない年度は平均値の計算対象に含めない

初めて境港を利用し、
釜山に40FT（リーファー利用）輸出する場合

※40FT＝2TEU

例えば

★新規 20,000円×2TEU＝40,000円
★陸送 5,000円×2TEU＝10,000円
★リーファー 20,000円×2TEU＝40,000円

ポイント



境港貿易振興会
 さかい こう ぼう えき しん こう かい

問い合わせ先 0859－47－3905

　物流業界では労働人口減少などいった課題が山積するなか、西日本・
関西エリアには物流業界の課題解決にむけた総合展示会が存在していま
せんでした。そこで、最先端の情報が集まり、商談や活発な議論をする場
が欲しいという業界団体の声をうけ、２０１９年に「関西物流展」は立ち上
がりました。この展示会は西日本唯一

となる物流業界が一同に集結する総合展示会で、今回過去最大規模となる４０５社
1,289小間が出展しており、当会もブース出展いたしました。
　ブース内では境港と世界を繋ぐ定期船航路図や境港概要がわかるパネルなどの掲
示や、境港利用のメリットなどコンパクトにまとめた動画を公開するなど、境港をPRし
ました。
　ブースを訪問された来場者の方から「境港は漁港と観光のイメージしかなく、貿易
港だとは知らなかった」や「今後BCPの観点や物流2024問題への対応策として、
モーダルシフトへの転換も視野に入れている。利用港の選択肢のひとつとして今後
検討していきたい」などといった声も聞かれました。

　アジア・シームレス物流フォーラム２０２５は、「物流確認のその先へ一
歩前進」を基本コンセプトとする、業務的なサプライチェーン総合展示
会です。今回、２年ぶりに出展（鳥取県
との共同）いたしました。
　ブース位置が入口周辺ということ

もあり、多くの方に立ち寄っていただき、たくさんお話を伺うことができました。「取
引先に利用港の選択肢のひとつとして提案したい」や「BCPの観点から地方港利用を
検討している。ぜひ一度港の視察をしたい」、「工場が全国各地にあり、工場から近い
港利用を考えている。今後の境港利用について検討したい」など境港の利用につい
て、前向きな声も多く聞かれました。

　境港貿易振興会では、境港利用促進セミナーの開催や国際
物流展示会への出展などを通じ、日本海側国際物流拠点とし
ての「境港」の情報発信に取り組んでおります。このほか、機会
をいただければ団体や企業の研修会などにおいても境港の
航路や物流状況についてお話をさせていただいております。
　このたびは、境港ロータリークラブ第2,940回例会、並びに
鳥取県港湾課が主催する海運セミナー2025「♪海運で開運
♪～もうひとつの輸送手段～」において、説明の機会をいただ
きました。
　境港の概況説明では、貿易状況、コンテナ船や貨客船など
多様な航路の就航状況、港湾整備の進展状況などのほか、境
港利用助成制度などの支援策について説明を行いました。
　また、トラックドライバーの時間外労働規制適用などによる
物流2024年問題への解決策として、境港から東京への海上
コンテナ内貨輸送トライアルの取組についても紹介し、県外
向け輸送貨物量の90%がトラック輸送となっている山陰エリ
アにおける企業の物流BCP対策の必要性についても紹介さ
せていただきました。

境港をPRしました

日にち／ 2025年４月22日（火）
場　所／ 境港市民交流センター「みなとテラス」（鳥取県境港市）
参加者／ 境港ロータリークラブ会員約50名

 境港貿易振興会では、多くの方に国際貿易港・境港を知っていただくため、各地で開催される展示会に出展しており
ます。今回は、関西と東京で開催された展示会に出展し、境港をPRして参りました。

 これからも、境港のメリットなどを直接ＰＲでき、また皆さまと直接顔を合わせることできる展示会等に出展するなど
して、貨物獲得に向けた利用促進活動を進めて参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。また、ブース出展情
報は振興会HPでお知らせいたします。ブース出展する際には、みなさま是非お立ち寄りください！

＜ブース内の様子＞

＜総会の様子＞

＜ブース内の様子＞

　新規利用荷主や過去1年以内に境港利用がない新たな品目の輸出入を開始する荷主の
方を対象に、韓国航路や日韓フェリー航路、国際フィーダー航路など境港のコンテナ航路
を利用したトライアル輸送への支援を行います。

トライアル助成の詳細については下記までお問合せください！！　境港利用を一度、おためしください！！

境港のコンテナ航路を利用した
    トライアル輸送の取扱を支援します!! 事前申請

必要

まずは境港の利便性を おためしください！

廈門

福州

寧波

大連

ハルピン
牡丹江

延吉

綏芬河

トロイツァ
ポシェット

琿春 ウラジオストク

長春

ソウル

大阪

神戸 名古屋

東京

天津新港

釜山

連雲港

青島

上海

煙台・威海

東海

環境負荷低減
トライアル助成

対象期間 補助金交付決定の日から
2026年3月31日

対象事業者 •新規荷主
•過去1年以内に境港利用がない
新たな品目の輸出入を開始す
る荷主（外貿航路・国際フィー
ダー航路）

対象経費 物流ルート構築のための計画策
定、輸送品質の確認・検証調査、ト
ライアル輸送にかかる経費（国
内陸送費、梱包・保管料、通関、港
湾荷役料、海上運賃等）

補助率 2分の1

補助限度額 50万円/社

例えば 他港利用からの転換

新しい商材での境港利用

Co2削減 国内陸送距離削減

境港
ロータリークラブ
第2,940回例会

会　期／ 2025年４月９日～11日
場　所／ インテックス大阪（大阪市住之江区）
来場者／ 26,270名（主催者発表・速報値）

第６回関西物流展

会　期／ 2025年５月22日～23日
場　所／ 東京流通センター（東京都大田区）
来場者／ 6,868名（主催者発表・速報値）

アジア・シームレス物流フォーラム２０２５

日にち／ 2025年５月16日（金）
場　所／ 白兎会館
 （鳥取県鳥取市）
参加者／ 荷主企業、物流事業者、
 経済団体、行政関係者等
 約60名

海運セミナー2025

展示会に出展しましたでPR!、関西 東京

　６月２７日（金）、夢みなとタワーにおいて役員、会員並びに顧問約30名
の方々にご出席いただく中、境港貿易振興会（会長 伊達憲太郎境港市長）の
通常総会を開催いたしました。
　伊達会長は挨拶の中で、境港のコンテナ貨物量は約２万3,800TEUと
なり、前年より増加。クルーズ客船の寄港は46回予定され、昨年８月に韓
国東海港と境港を結ぶ国際定期貨客船航路も就航１周年を迎えるなど、
境港を窓口とした人とモノの動きが活性化していることを報告。また、物
流２０２４年問題やカーボンニュートラル等への対応を背景に、物流ルート
の転換等の問い合わせも増加していることを説明。コンテナ航路やフェ
リー航路など多様な物流選択肢と、きめ細かな港湾サービスを活かし、荷
主企業等へのポートセールス、セミナーや港湾視察会の開催など、境港の

利用促進に取り組み、地域経済の活性化を牽引していくことへの協力と支援を呼びかけました。

　会長挨拶に続き、令和６年度実施事業及び収支決算報告、令和７年度事業計画及び収支予算等についての議案の審
議が行われ、今年度事業計画等全ての議案について承認されました。また、７月２９日に東京都内で開催する境港利用
促進セミナーの案内もあわせておこないました。
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 経済団体、行政関係者等
 約60名

海運セミナー2025

展示会に出展しましたでPR!、関西 東京

　６月２７日（金）、夢みなとタワーにおいて役員、会員並びに顧問約30名
の方々にご出席いただく中、境港貿易振興会（会長 伊達憲太郎境港市長）の
通常総会を開催いたしました。
　伊達会長は挨拶の中で、境港のコンテナ貨物量は約２万3,800TEUと
なり、前年より増加。クルーズ客船の寄港は46回予定され、昨年８月に韓
国東海港と境港を結ぶ国際定期貨客船航路も就航１周年を迎えるなど、
境港を窓口とした人とモノの動きが活性化していることを報告。また、物
流２０２４年問題やカーボンニュートラル等への対応を背景に、物流ルート
の転換等の問い合わせも増加していることを説明。コンテナ航路やフェ
リー航路など多様な物流選択肢と、きめ細かな港湾サービスを活かし、荷
主企業等へのポートセールス、セミナーや港湾視察会の開催など、境港の

利用促進に取り組み、地域経済の活性化を牽引していくことへの協力と支援を呼びかけました。

　会長挨拶に続き、令和６年度実施事業及び収支決算報告、令和７年度事業計画及び収支予算等についての議案の審
議が行われ、今年度事業計画等全ての議案について承認されました。また、７月２９日に東京都内で開催する境港利用
促進セミナーの案内もあわせておこないました。



釜山

東海

ウラジオストク

大連

天津新港

上海

ハルピン
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蔚山

光陽

青島 煙台
威海連雲港

寧波

福州

台北

高雄

廈門

●釜山トランシップにより、東南アジア・中国各港および欧米等世界各地への接続が可能です。詳しくは各境港代理店までお問い合わせください。●釜山トランシップにより、東南アジア・中国各港および欧米等世界各地への接続が可能です。詳しくは各境港代理店までお問い合わせください。
★神戸港経由で台湾等、東南アジア諸国へ接続。★神戸港経由で台湾等、東南アジア諸国へ接続。

定期船寄港日・運航船社

～定期航路情報～
【韓 国 航 路】  週 2便

【韓 ・ 中 航 路】  週 2便

【国際フィーダー航路】  週 1便

【日韓フェリー航路】  週 1便

境港

青島・上海に
接続

木

韓　国

高麗海運㈱

金

日韓フェリー

トゥウォン商船㈱

（出港）

韓国・中国

高麗海運㈱
南星海運㈱
※協調配船 

韓国・中国

高麗海運㈱
（南星海運㈱）
※協調配船 

日韓フェリー

トゥウォン商船㈱

（入港）

韓　国

興亜LINE㈱
長錦商船㈱
※協調配船 

国際フィーダー★
OOCL

井本商運㈱

水月 土

最短１日
境港境港 釜山釜山

当会のホームページから、境港定期船運航図の詳細についてご覧いただけます。https://www.sakaiminato-faz.co.jp/

（2025 年 7月現在）

企　業　名 業　　　務 連　絡　先
NX境港海陸 株式会社

（高麗海運㈱・長錦商船㈱・南星海運㈱・OOCL  境港代理店） 荷役　通関　保管　運送 TEL 0859-44-1652
https://nxsakaiminato-kairiku.com

株式会社 上組 大阪支店 境港出張所
（興亜LINE㈱ 境港代理店） 荷役　通関　保管　運送 TEL 0859-45-8707

https://www.kamigumi.co.jp
イースタンクルーズ＆フェリー株式会社

（トゥウォン商船㈱境港代理店） 貨物集荷代理店 TEL 0859-21-9077
http://www.dwship.co.kr

株式会社 ニューウェーブ インターナショナル 貨物集荷代理店 TEL 0859-38-1150
http://www.new-wave-int.jp/

株式会社マブチ 第一事業本部 鳥取工場 輸出梱包　大型貨物梱包
（出張サービス可）

TEL 0859-39-6300
https://www.k-mabuchi.co.jp

ヤマト運輸株式会社
山陰パッキングセンター 輸出梱包　大型梱包　運送 TEL 0859-21-7331

https://www.kuronekoyamato.co.jp

関係機関が相互に連携して、いろいろなご相談に応じます
機　関　名 主　な　業　務 連　絡　先

境港貿易振興会 ポートセールス（利用助成制度） TEL 0859-47-3905
境港管理組合 港湾施設管理 TEL 0859-42-3705

とっとり国際ビジネスセンター 貿易サポート TEL 0859-30-3161
（公財）しまね産業振興財団 TEL 0852-22-6193
ジェトロ鳥取貿易情報センター 国際ビジネス情報の

提供・相談・企業支援
TEL 0857-52-4335

ジェトロ島根貿易情報センター TEL 0852-27-3121

境港に寄港している定期船のスケジュール境港定期船運航図境港定期船運航図

具体的な見積り等についてのお問い合せ先 　～通関からお手元までトータルなサービスを提供する地元企業～


